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交易される〈霊＞たち
コンラッドのコロニアル・スピリチュアリズム
渡部ちあき
　　　　　　　　　　　　　1　序
　コンラッド初期の短編“The　Lagoon”1）と“Karain：A　Memory”2）は1896
年8月、1897年2～4月と相次いで執筆された3）姉妹編とも言うべき「マレー
もの二部作」である。南国の花影に宿る濃密な妖香、叢林の樹陰を圧する沈
黙、碧海に注ぐ灼熱の太陽に彩られたこれら愛と亡霊の物語には、しかし異
国の猛毒が仕込んであった。東洋の浪漫と魅惑に満ちた異国情緒、その陶酔
の閾下で潜行する遅効性のこの劇薬は、西洋が自己の体内に隠蔽し、麻酔し
昏睡させてきた患部にこそ沁みて、急所ばかりか西洋精神そのものの土台を
腐食し呑蝕してしまう。英国人の実に「痛い」所を突くコンラッドならでは
の世界観のアクセントのつけ方は、非英国人的のみならず非白人的・非欧州
人的ですらある大胆にして正鵠を射た絶技であり、そこにはコスモポリタン
な越境はもちろんポストモダンな反転までも見いだすことができる。そして
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ネガ　　ポジこの薬杯を干した眼には、19世紀後半の英国の精神風景が陰・陽画逆転の全
く異なる様相で広がっているのが見えてくるのだ。
　　　　　　　　1　植民地主義と心霊主義
　　　　　　　　　　　く異域＞恐怖の征服
　“The　Lagoon”と“Karain”の二作でコンラッドが同列に並べてみせた
のは植民地主義と心霊主義である。一見唐突な取り合わせのこの二つを、し
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かも対置ではなく併置したことには深甚な意味がある　　それは両者の根源
的な類縁性、さらにはヴィクトリア朝精神の基本型をも抽き出してみせるの
だ。
　大英帝国の拡大　　地理的・政治的・経済的・軍事的・宗教的・学問的・
文化的、あるいは何であれ　　を衝き動かしていた大きな力、それは実のと
ころ〈恐怖〉にほかならない。理解不能の〈他者〉や〈異域〉の存在を前に
した時、それらを自己の内部に認識した時の〈怖い＞感覚体験4）、これを今
世紀、ポストモダニズムの登場以降なら、たとえばトドロフのような記号論
的分析5）によって〈消化＞したり、クリステヴァのように自他共在の恐怖と
嘔吐感をアブジェクトと捉え6）その克服にく自己の内なる異人＞たるエトラ
ンジェの概念を提起する7）ことも可能となる。しかし前世紀においては当然
ながら、英国の本能的反応および組織的国策は「侵される前に侵せ」という
攻撃型自己防衛であった。
　すなわち植民地主義とは本質的に想像力の戦争であり、恐怖抑制機構とし
ての探検・冒険の総合体系なのだ。これが喧伝するプロパガンダの芯は「勇
気」という名の「強がり」の扇動であって、その強固な理論武装はそれを必
要とするほどに莫大な規模の怯えと怖さ、情緒的な弱さと脆さを、必死に隠
しおおすためにこそ成立し存続していた。つまりこの武器は、対他関係に劣
らぬ割合で対自にも機能する、再帰的構造を備えた推進力であったのだ。コ
ンラッドが前景化してみせるのは植民地主義のこの裏側、指摘をタブーとさ
れたこの暗面なのだ。いわゆる人道的断罪などとはレベルもスケールも違う
桁外れのパースペクティブでの植民地主義批評がここにはある。
　この感情構造を何よりも如実に傍証するのがヴィクトリア朝に沸騰した心
霊への関心8）である。宗教プログラムとしての心霊主義（スピリチュアリズ
ム）であれ科学プログラムとしての心霊研究（サイキカル・リサーチ）であ
れ、把握しきれぬ存在の脅威に耐えられず、これを体験なり理解の範囲内に
生け捕り飼い馴らし、恐怖を快感や理性に変換しようとする点で、これらの
実践は同じベクトルを共有している。
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　しかもこれには英国の広汎・長久に及ぶ「異界」馴化の伝統、そして奇域
を享楽し消費し実用化する「異界市場」の存在が先行している。文学ひとつ
をとってみても魔術践雇のオカルト文学9）、妖精謹’0）、ゴシック小説に幽霊
小説1エ）、超自然小説’2）と豊富な品揃え、その上これらはとりわけ19世紀に売
れ筋となったのである。民衆娯楽においても幽霊屋敷巡り13）、庭の持つ治癒
力による民問療法14〉、愛の媚薬やおまじない15）など現在にもなお伝承されて
いる異界利用の例は少なくない。
　「異域を手なずけたい、その恐ろしさを鎮めたい」というこの集団的切望
の、湧出し続ける一大奔流は、実は植民地主義・心霊主義をも国外担当部門・
「生」外担当部門として派生しかつ統合するような　　その二支流のもとに
進化論という一大科学論争すらもそれぞれを正当化する理由、「民族の優劣
の帰結」・「心霊は進化の最終形態」として仕えさせてしまうような　　そん
な圧倒的な怒濤なのであった。
　そして情緒的弱点と共にコンラッドがすっぱ抜いた植民地主義のもうひと
つの構造的な「弱味」、それがまさにこの津波が常に岸へ向かうという動き、
フロンティア・パラノイアもしくはボーダー・モノマニアである。すなわち
植民地主義の重心は周縁にこそある。新領地の「獲得」によって存立する帝
国とは、辺境に戦力を注ぎ続けることでしか輪郭を保ちえない、それゆえ時
間的にも空間的にも停止・停滞を許されず16）無限の遠心的拡散の使命、いや
宿命を負う、永遠に自足も飽和もすることのない制度であり、しかもその足
場が絶えず危い可動部にある極めて不安定なシステムなのだ。
　この見かけと実際の構造バランスの逆転を最もよく例示しうるのは、植民
地主義の学問版、博物学である。体系化・総合・網羅を大義とするこの学の
実質的な重点は例外への拘泥、奇異なるものの収集熱にあるのだ。この関心
のプロポーションは珍品を目玉とする博物館の展示方式、またこの学問の商
業的応用である博覧会の出品目録の、傑作中心の編集・レイアウト17〉にも明
白である。
　こうした「もの」への執着はまた、コンラッドが強調したいまひとつのモ
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チーフ、植民地主義のフェティシズムの発現でもある。中心の空洞化したドー
ナツ型植民地主義、しかもその中心からも離れる一方の前線でなお戦い進ん
でいくには、その「中心」の代替物、可触の具体物が武器として、護符とし
て、また戦果の記録として必須のよすがとなった。「闇の奥」においてクル
ツが貧り溜め込み街示する象牙と濁膜を挙げれば例は足りよう。
　　　　　　　　　　　　　　　　メメント　　　　　　アンティ　ク　この源泉はやはり本国、英国における形見の文化、骨董の伝統にあり、過
去という不可視を可視の実体、いわばコンパクトでポータブルな霊廟に納め
祀るこの趣向にも同種のモーメントがはたらいている。なかでもアルバート
公の永い喪に服すヴィクトリア女王の時代は、やはりこの遺物愛顧の心性と
習慣が特に高潮と発達をみた時期でもあったのだ。1紛
　植民地主義の抱える怖催怯濡、境界偏重、物品偏執というこれら三つの
「恥部」を、コンラッドは作品の中で縦横に展開・実演してみせる。植民地主
義がもともと内包している構成原理をそのままなぞることでこれを突き崩す
この戦略は、まさしくディコンストラクションの手法と言っていい。マレー
の異郷に咲く二輪の愛と死のロマンスは、何より辛辣鋭利な大英帝国批評に
もなっているのである。
　　　　　　　皿“TheLagoon”と“Karain”
　　　　　　　　　　東洋と西洋の交〈霊＞会
　“TheLagoon”と“Karain”の二作はいわば二夜連続シリーズの交霊会
として設定・開催される。会場の立地は潟・湾と、それぞれに外部と隔絶さ
れた水域、しかもいずれ劣らず幽霊出没の噂高い冥暗の地所。時刻は共に夕
闇から曙光までの一夜徹宵。どちらも参加者は、愛に愚かれて同胞を棄てた
マレー人と武器密輸商の白人である。
　英本国流行の枠を用いつつ、しかし一貰してマレー中心に挙行されるこの
儀典には、英「本家」を周縁化する数多くの逆転が仕掛けられている。まず
催行者は、過去告白の念に駆られ白人のもとに馳せるマレー人たち一瀕死
の恋人の枕辺をも離れる“TheLagoon”のアーサットと、酋長の玉座を空
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け帆船に闊入する“Karain”のカレイン。この二人は終始「会」の進行を
リードする司会でもある。そして目的は招霊でも交霊でもない　　駆け落ち
を常助してくれた兄弟を見捨てたアーサット、想い人をかばい同志を射殺し
たカレイン、初めから怨霊を背負う彼らが求めるのは、逆に除霊なのだ。
　この変異型の「過激さ」は、定型に比すれば一目瞭然である。ヴィクトリ
ア朝の交霊会の大半はごく親しい内輪のプライベートな集いであり、共同体
の連帯感を強化する役割を、19世紀前半に秩序維持の名目で規制強化に遭っ
た市・祭・各種競技の民衆娯楽’⑦に替わって引き継いでいた。その仲間うち
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　トウアンの円卓にコンラッドはマレー人を同席させる。アーサットに白人を「旦那」
と呼ばせたり、カレインの前に「マレー人……友……」との繰り言で違和感
をこぼす白人一名を挿入したり、と緩衝のための防御線を張ってはおくもの
の、双方を互いに大の親友と呼ばせ、深い敬意を払わせ、平等と友愛の絆を
強調する革命ぶりである。
　しかも進化論、人類学、骨相学、博愛主義、奴隷反対運動など一連の趨勢
によって科学的、宗教的、社会的に人間の脱・聖化、規格化、平準化が進み
既成のヒエラルキーが動揺と弱体化を余儀なくされていたこの時期、特殊能
力を持つ霊媒は「特権的人間」の存在を回復して新たな位階を生み、中には
アメリカ初の女性大統領立侯補者ヴィクトリア・クラフリン・ウッドハル20）
のように実際の政治権力にまで手を伸ばした者もいた。それゆえ「余所を追
われた無宿の幽霊がみな群がり込んで来るかに思われる昏暗たる船室」で
「この世の外からの声のように、語られないのに聞こえるもののように」語
る霊媒そのもののマレー人が、同席ばかりか座長となって上座から聴き手の
白人側を見下ろすことになるこの席次は、いかにも不穏なものであった。
　このマレー中心の視座は、物語全体に徹底した基本姿勢である。登場人物
の扱いでも、マレー人たちが名前、生地、家系、階級、職業、経験などその
履歴を仔細に詳述される一方、白人は“Karain”では名と国籍が触れられ
るのみ、“TheLagoon”の「旦那」に至っては名も素性も一切不明、問題
外とされる。小説全体の語り手の役からも、白人の視点は極力抜き取られて
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いる。全知の語り手が三人称で進める“The　Lagoon”では白人にその御鉢
は回ってこないし、白人の台詞自体ものべ10行に満たない少なさである。語
り手の栄に浴する“Karain”の「私」もほとんど「我々」としてふるまい
私見を掲げないし、そもそもがマレーのシンパの人物である。
　この観点こそ、マレー人と白人の共通構造、「不可視の存在に頼る人間」
をあぶりだす相対化の基軸である。“The　Lagoon”においてはマレー人の漕
ぎ手たちの目から、自分たちの崇拝対象であるアラーの神、隠遁の変人アー
サットの同居仲間である亡霊、雇い主の白人の結託相手である閻魔王、この
三者が同一線上に並べられる。白人がそれは「利益」だ、アーサットがそれ
は「愛」だ、と本人たちの見方で「いささかの」訂正をしたところで、どれ
ほどの違いがあろうか。
　“Karain”になると、この相対化ははるかに衝撃的な形で実行される。カ
レインは白人の「信じぬ力」を「お守り」にくれ、と要求するのである。
「白人＝科学＝不信心＝強力」というこのカレインの強烈なオクシデンタリ
ズムの一撃、これはカレインの幽冥たる語りに不安つのるあまり室内に響く
クロノメーターの音にすがり、科学を守護霊としていたことに気付くその場
の白人船員たち、そして心霊主義の大ブームでアマ・プロとりどりの交霊会
ばやり、専門雑誌・新聞入り乱れての出版ラッシュ、団体・協会の林立と大賑
わいの英国の狂騒にとって、骨身にこたえる痛烈な皮肉である。このパンチ
は「東洋二迷信」というオリエンタリズムとの単純二項対立をなぎたおすば
かりか、西洋の「力」を利用対象として東洋の内部に呑み込み、西洋を服従
させ併合することで両者の力関係をも完全に逆転する、致命的決定打であっ
たのだ。21）
　マレーの霊国主義とも言うべきこの一戦のプロセスは、英国の帝国主義拡
張の戦略を厳密に踏襲してその正確無比なパロディ、酷薄な報復となってい
る。すなわち帝国主義は本質的に〈イメージ＞の交易であった。英国が帝国
イメージ／植民地イメージを威嚇／鼓舞の具として搾取する、その産品がま
たそれらのイメージを太らせる、という対外／対内双方向の循環、その上に
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国外／国内両市場の膨脹があったというイメージの販促システムは、各種商
業広告に溢れるユニオンジャックとブリタニア、土民に猛獣、椰子や椋欄の
画像22）にも明らかである。言うなれば、幻覚の素の収奪・強要・拒絶ゆえに
起きた阿片戦争器）は、大英帝国の行なったおびただしい植民地戦争を代表す
る寓意であり、「幻影の戦場」とコンラッドが表現する「潟」はその縮図な
のである。
　　　　　　　　　　　　　　　　イメ　ジ　事実、カレインに供された魔除けも肖像だった。ここでコンラッドは英国
の帝国主義を完膚無きまでに叩き、その骨抜きの実体を存分に椰楡する。看
板であったはずの「帝国主義の大義」など、部族問抗争および対スペイン戦
にカレインの使う火器弾薬を、自国が参戦するわけでもないのに法を破って
密売するこの英国人一味の、一切触れるところではない　　しかもカレイン
はこの一行を、最後まで「高貴な使命を帯びた政府の密偵」と信じるのだ。
カレインのためのとっておきの秘密兵器として若手船員ホリスが勿体ぶって
持ち出すのは、革の小箱。中の宝物の数々は、糸巻き、縫い針、青いリボン、
写真、花、手袋、手紙の束　　いずれの品もヴィクトリア朝においては「重
大」な象徴と深意を含む恋人の形見の代表選手たち忽）、とはいえ武器商人の
印籠としてはいかにも頼りなく感傷的に映る。そこからうやうやしく捧げら
れるのは、戴冠50周年記念の6ペンス金貨。このヴィクトリア女王の刻像こ
そ「白人世界で最も強力なもの」「彼女も霊を駆使して多くの善をなす」と
持ち上げておいて、「……ついでにだが……時々だが……」とためらいと保
留が付け足される。そしてこれよりも惜しいものとしてホリスは革手袋の甲
を切り取り、袋にして青いリボンを縫い付け、これに硬貨を入れペンダント
にして渡す。このコンラッドのいたぶりのジャブの連発は、ホリスの真剣さ、
真率さゆえに効果倍増である。
　イメージを売る帝国主義商法にならい、肖像入り王室記念グッズを喜ぶ英
国的習慣25）にのっとり、なおかつ「一番値打ちのあるものを供出する」とい
う植民地のする臣下の誓い、忠誠の証を立て、ここにホリスはひざまずきカ
レインは剣の先をその肩に載せこれを家来に叙する、という図が完結するの
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である。
　この転回を見るならば、“TheLagoon”で恋人の死に立ちすくむアーサッ
トを救えずに立ち去る白人の無力、“Karain”で悪霊を駆逐しカレインを救
う白人の威力、雨のち晴れとこの二作の展開を跡づけるのは当たらない。こ
れは白人側の「問題編と解決編」ではなく、マレー側からの「前哨戦と雪辱
戦」なのだ。まず白人のオリエンタリズムにアプローチし、それをマレー人
のオクシデンタリズムで迎撃、とどめに白人のスピリチュアリズムとフェティ
シズムを逆照射する陽動作戦、おとり戦法であった。ここに見い出されるの
　　　　　　　　　　　テオソフイ　は、ブラヴァッキー夫人が神智学で試みたような安易な接近や利用を許さな
い、一筋縄ではいかぬもうひとつの東洋の顔である。
　ホリスの護符のおかげで再び「成功の幻想に包まれ、攻撃的に仮装した本
質的役者」を演じ続けて二年後の破滅に突き進むカレインの、絢燗たる装束
と空虚な威信はそのまま大英帝国の行軍26）に重なる。愛されているという思
い込みに取り愚かれ高貴の美女を何年も探索し、苦難の果てに腹心の友まで
犠牲にした若き日のカレインの妄執の面影もまた、幻影を信じ世界の果てま
で理想と正義を追いかけた英国兵のあだに失われた勇姿の累々に溶け合う。
西洋の献じた服従が東洋の玉砕を加速することにしかならぬというこのフィ
クションのパターンは、この裏返したる現実へのこの上なく怜割なる冷笑、
暗澹たる予言となっているのである。
　この二作品における「交霊会」は、このように東西両洋の幻想の交換とい
う形を取りつつ、レートの暴落で対価交換不能になった西洋が東洋に吸収合
併される。会の主人公もあくまで人間の方であり、浮世離れした楽しみで忘
我の境地に誘われるはずが、自分の認識の枠組に揺さぶりをかけられ、足元
の土台の震憾に、深い問題意識があとをひく。幽霊出現がメインのゴシック
小説に慣れた読者の期待、交霊会を手品の親玉と割り切ってたかをくくる当
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふみ時の大方の娯楽感覚をいずれも根こそぎにするコンラッドの文の館は、宙に
　　　　　　　　　ブレインスト　ミング霊ならぬ脳に嵐を呼ぶ認識転回の会場なのであった。
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　　　　　　　　　　IV　表象の領分と架設
　　　　　　　　一　〈現実＞生産のレトリック
　“The　Lagoon”と“Karain”で露見した帝国主義の戦術と宿癩、これが
実は表象行為そのもののメカニズムの代演でもあることを、作家コンラッド
は宣示する。表現の持つ意味というものが自明の客観的・外在的指示物では
なく、すでに先在するネットワークの行なう〈A／非A＞という排除原則に
よる権力表明であること、表現された内容とは本質的に「主張された領分」、
「架設された虚構」であって事実でも、その反映でも投影でもないこと解）、
　　　　　　　　　　　　　　　　サブテクストテクスト生産のレトリックは同時にく現実＞生産のレトリックでもあるこ
と認）をポストモダンの理論は呈示してきたが、コンラッドがこの二作品で力
訴する「書かれたものへの疑い」はまさにこうした表象上・政治上の問題意
識の不可分の結合に発している点でポスト構造主義批評、そして現在のポス
ト植民地主義29）にも通じ、表象・政治権力の両方に挑み格闘するこの非英語
圏英語作家たちの共感と熱賛を実際に呼んでいるのである。30）
　しかも〈表象／現実＞や〈虚構／事実〉という区別への疑念を提議するコ
ンラッドの射程は、文学から歴史、科学にまで広く及び、語りの不完全さと
夢の確かさ、体面を重んじる新聞記事の曖昧さ、霊のもつ実体感と存在感な
ど縷々綿々と綴られる反証の数々が、〈事実＞の領土を死守せんがためのこ
れら多領域での各種二項対立の峻別を、次々に破砕し溶解していく。
　なかんずくその主戦場である「語り」では、「表現の主張する真正さ」、
「現実感覚の確かさ」への懐疑が、登場人物のマレー人と白人、それに作者
をも貫く共通スローガンとなってこの三者をひとつの旗のもとに連盟させる。
「書かれたものは失われるかもしれない。嘘が書かれることだってあるかも
しれない。でも目が見たものは真実です。心の中に残ります」と訴えるアー
サット。ヴィクトリア女王の話に理想化と潤色を施し、その捏造をカレイン
ヘの好意と女王への忠誠のためと割り切る英国人たち。「カレインの話とは
ひとつの思い出であり、そのあざやかな印象は夢の鮮明な感動と同様に伝達
不可能、その場に同席していなければ決して体験できぬもの」、それゆえ
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「不完全ながら」あえて伝えるほかはない、と諦め断わった上で語る「私」、
そして“Karain”に“A　Memory”と副題をつけるコンラッド　　彼ら共
通のこの知覚が、乱戦模様の東西両陣営と混沌杳然たる物語の底に、統一さ
れた一幅の地紋を織り出している。
　さらにけざやかな縁取りが“Karain”の序幕と終幕である。冒頭、広げ
られた「新聞の、マレーの土民の反乱を報じる記事、その短い章の行間に照
る陽光と海面の輝き。印刷された文字に漂うロンドンの今日の煙った空気の
匂い、その呼び起こす、星明かりを吹き抜ける陸風の香り、絶壁に上がる狼
煙の匂い」。そして寄せ波が渚へ、砂州へ、緑の小島の真昼の凪の、湾にた
ゆたう帆船へ、デッキにゆきかう英人とマレーの民の取引のさざめきのもと
へo
　英国の新聞のあてにならぬ記述から東洋の群島に繰り広げられる生彩生鮮
の物語へと移行するこの枠組は、ファンタジーの定番である現実離脱、別世
界構築のためのお膳立て31）ではなくむしろ〈現実〉の切り崩しであって、言
語論的転回から文書と文学、記録と創作の区別が瓦解する混迷に陥った歴史
学謝が編み出した、事実と想像の連合・融合による新歴史記述ニュー・ヒス
トリシズム諭の針路、また表象のメタ言語性を自覚したポストモダンの作品
生産の実践鍵）に同走する質の方途である。眼前の光景から語り手の馳せる
「思い出」の展開へとつながるこの手法は、明確な企図のもとコンラッド小
説の一定型として確立し、「闇の奥」、「フォーク」など多くの作品に瀕用さ
れるのである。
　また幕切れ、帰り着いたロンドンの喧喋と雑踏は再びマレーの真実の記憶
へと切開される。眼前に実在し生きて動くこの都会の群集よりも、七年前に
聞いた今は亡きカレインの身の上話の方がより生々しい現実だと断言する船
員ジャクソン。彼のこの言明がそのまま作者コンラッドのものでもあること
はこのシーンの舞台、ザ・ストランド鋤という選択に如実である。
　ディズレーリが「ヨーロッパで最も美しい通り」と呼んだ西洋の誇りの華、
王立最高裁判所と聖メアリー教会の屹立する法と神の住処　　すなわち大英
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帝国の虚妄の粋。古書店街チャリング・クロスと新聞街フリート・ストリート
にはさまれ、ゲイエティ座、サヴォイ座の連なる劇場街、チャップマン社、
ゴドウィン社、シャーロック・ホームズの連載された『ザ・ストランド・マガ
ジン』諭で名をとどろかす出版街、コールリッジやジョージ・エリオットも
住んだ英文学の拠所一つまりは「つくりごと」のメッカ。政治の虚構性と
虚構の政治性の混在を具現するこのストランド街は、幻影の支配機構を象徴
した「マレーの潟」の英国版なのである。
　その相貌を見据えた上でコンラッドは、この大通りに潜む亀裂を摘挟し、
　　くさびそこに懊を打ち込む。18世紀にコーヒーハウスの立ち並び、以降トワイニン
グ社が居を構えるこの繁華街は珈誹紅茶貿易、植民地搾取の本倉37）であり、
ジャクソンがブランド銃砲店に足を止めるのはまさにこの点の指摘である。
そのショーウィンドウにひしめく「非常に多くの幻影を片付けることのでき
る銃身たち」とは、この街自身にも銃口を向ける自己破壊の起爆装置、潜在
する危殆の示威なのだ。このディスプレイの遠くによみがえる、将軍カレイ
ンの指揮するマレー兵の一斉射撃の轟音、青年カレインの愛と裏切りの銃声
の残響。ジャクソンの耳には馬車の往来、衆庶の声姿はもはや届かず、浮燥
のストランドは空無の幽幻と化す。
　ロンドンに始まりロンドンに戻る“Karain”の物語は、かくのごとく首
府の街路をマレーへの通い路となし、回帰と転位をもろともに遂げる。閉じ
つつ同時に再度開かれるこの小説は、帝国主義と表象の、果てなくめぐる行
路を再演するメビウスの環なのであった。
　　　　　　　　　　　　　　V　結
　“The　Lagoon”、“Karain”という作品行為の本質は、多重・多様なレベル
にわたる、しかし存立の策を一にする「安定」を、解除し転倒することにあっ
た。この二作が前後を綴じる短編集の表題がTα1θSO∫UηrθS6とは言い得て
妙である。この「不安」は漠然たる印象ではなく、Hで述べたとおり特定の
きわめて具体的な現実状況に即し基づく反応であった。しかもその不安の性
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質は皿で論じたように、狭義の心情的恐怖ではなくディコンストラクション
が生じさせるのにも似た、土台を根本からつきくずされる認識的崩壊感・喪
失感である。しかもIVに示した、コンラッドの作品が「安定」を堀りくずし
ていく不休のダイナミズム“unrest”は、積極的な活動の継続、ポストモダ
ンな意味での停滞・閉塞なき「動き」の謂ともなりえている。
　巻頭と巻末でこの二作の順序が逆転することにより生まれるさらなる不安
定とウロボロス的循環は、その領有を巻外にも累増し続ける。結果的にこの
単行本の最終シーンとなった、アーサットののぞきこむ「白日の彼方の暗黒」
は、「闇の奥」の冒頭・結末の両シーンにつながってこれをとりこみ、かつ
ふくらます。かくのごとく作品の輪郭の安定もまた拒まれて、外へと開かれ
他の作品群へと拡大、これらとあいまって「虚執の彼方、迷妄の果て」の物
語を共演・重演、一大作品世界を演出・建設する。コンラッドが開示した
「不安」とは、反応と置換を繰り返し増殖していく運動に満ちた関係性生産
の場、勢力を際限なく行使して領分を拡張する執権と争覇の営為、「表象の
帝国」ならびに「帝国の表象」の生態そのものだったのである。
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